
令
和
2
年
度

通
常
総
会  

開
催
報
告

P.2

ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル（
新
常
態
）時
代
に

相
応
し
い
業
界
の
在
り
方
を
模
索
し
、

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も

健
全
な
介
護
市
場
の
成
長
に

寄
与
し
て
ま
い
り
ま
す
　

日
本
在
宅
介
護
協
会 

会
長
　
市
川 

明
壽   

P. 2

日
本
在
宅
介
護
協
会

令
和
元
年
度
活
動
報
告

P.5

日
本
在
宅
介
護
協
会
の

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
へ
の
対
応

P.4

令和 2年10月1日発行vol.35

年次活動報告 2 0 2 0
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で
な
く
、ま
た
1
0
0
％
自
費
で
利
用
者

を
募
る
こ
と
も
困
難
な
時
代
で
し
た
。そ

れ
が
、介
護
保
険
制
度
に
よ
っ
て
文
字
通

り
一
変
し
た
わ
け
で
す
。凄
ま
じ
い
勢
い

で
高
齢
化
が
進
む
中
、我
々
事
業
者
は
行

政
や
多
様
な
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら

手
探
り
で
利
用
者
や
家
族
の
支
援
に
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。

一
方
、日
本
在
宅
介
護
協
会
の
ル
ー
ツ

は
、昭
和
63
年
、平
成
元
年
に
設
立
さ
れ
た

そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
者
団
体
に
ま
で
遡
り
ま

す
。来
た
る
介
護
保
険
制
度
開
始
を
見
据

え
て
平
成
10
年
に
そ
の
2
団
体
が
合
併
し
、

現
在
ま
で
続
く
協
会
の
体
制
を
構
築
し
ま

し
た
。つ
ま
り
、日
本
在
宅
介
護
協
会
は
措

置
の
時
代
か
ら
今
に
至
る
ま
で
、す
べ
て

の
時
代
を
通
じ
て
在
宅
介
護
事
業
者
の
為

に
活
動
し
て
き
た
わ
け
で
す
。
我
々
に

と
っ
て
こ
の
20
年
は
、ま
さ
し
く
介
護
保

険
制
度
と
と
も
に
歩
ん
で
き
た
20
年
と
い

え
ま
す
。そ
し
て
こ
の
過
程
に
お
い
て
、多

様
化
・
複
雑
化
す
る
ニ
ー
ズ
に
応
え
な
が

ら
切
磋
琢
磨
す
る
こ
と
で
、サ
ー
ビ
ス
の

質
は
確
実
に
高
ま
っ
て
き
た
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、足
元
で
は
人
材
不
足
と

い
う
深
刻
な
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。

今
後
は
、外
国
人
介
護
人
材
の
活
用
、

I
C
T
・
ロ
ボ
ッ
ト
等
に
よ
る
生
産
性
向

上
、さ
ら
な
る
介
護
職
員
の
処
遇
改
善
、と

い
っ
た
点
に
重
点
的
に
取
り
組
ん
で
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。そ
の
為
の
制
度

緩
和
や
基
準
の
弾
力
化
を
、日
本
在
宅
介

護
協
会
は
一
貫
し
て
要
望
し
て
参
り
ま

す
。そ
し
て
、「
魅
力
あ
る
介
護
」の
発
信

に
努
め
、健
全
な
介
護
市
場
の
成
長
に
寄

与
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
、図
ら
ず
も

こ
れ
ま
で
の
価
値
観
を
一
掃
し
、現
代
社

会
が
常
に
不
確
実
性
の
中
に
存
在
す
る
こ

と
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
の

時
代
は
、常
に
新
た
な
不
測
の
事
態
に
備

え
つ
つ
、既
成
概
念
に
と
ら
わ
れ
な
い
柔

軟
な
姿
勢
が
問
わ
れ
て
き
ま
す
。会
員
の

皆
様
と
と
も
に
、ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル（
新
常

態
）時
代
に
相
応
し
い
業
界
の
在
り
方
を

模
索
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

引
き
続
き
倍
旧
の
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

日
頃
よ
り
日
本
在
宅
介
護
協
会
に
深
い

ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。今
年
度
の
総
会
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
為
、書
面
開

催
の
形
式
に
て
執
り
行
い
ま
し
た
。私
か

ら
紙
面
を
お
借
り
し
て
皆
様
に
一
言
ご
挨

拶
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
ず
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
脅
威

の
中
、自
ら
の
危
険
を
顧
み
ず
現
場
業
務

に
従
事
さ
れ
て
い
る
介
護
職
員
の
皆
様

に
、深
い
感
謝
と
尊
敬
の
意
を
表
し
ま
す
。

ウ
イ
ル
ス
と
の
闘
い
は
長
期
化
が
予
想
さ

れ
ま
す
が
、一
人
ひ
と
り
の
感
染
対
策
を

徹
底
し
て
継
続
す
る
と
と
も
に
、こ
れ
か

ら
の
時
代
の
大
き
な
経
営
課
題
と
し
て
認

識
し
、業
界
全
体
で
取
り
組
む
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

さ
て
、来
年
は
次
期
制
度
改
正
を
控
え

る
重
要
な
年
で
す
が
、平
成
12
年
に
始

ま
っ
た
介
護
保
険
制
度
は
今
年
で
ち
ょ
う

ど
20
年
を
迎
え
ま
し
た
。こ
の
機
会
に
振

り
返
っ
て
み
れ
ば
、介
護
保
険
の
開
始
前
、

い
わ
ゆ
る
措
置
制
度
下
で
は
、民
間
が
自

治
体
か
ら
事
業
を
受
託
す
る
こ
と
は
容
易

通常総会 開催報告
日本在宅介護協会
会長

市川 明壽

ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル（
新
常
態
）時
代
に
相
応
し
い

業
界
の
在
り
方
を
模
索
し
、コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も

健
全
な
介
護
市
場
の
成
長
に
寄
与
し
て
ま
い
り
ま
す

　令和 2 年度通常総会は、新型コロナウイルス感染症の影響によ
り、書面開催の形式となりました。議決権行使書と委任状を合わせ
た事前の書面表決が過半数となり、全議案とも承認されました。

●開催日　令和2年6月19日
●会　場　一般社団法人 日本在宅介護協会　事務所（東京都新宿区）

令和 2 年度

【会 長 挨 拶】
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緊
急
対
策
―
第
2
弾
―
』発
表
後
に
は
、コ
ロ

ナ
禍
に
お
け
る
在
宅
サ
ー
ビ
ス
の
現
状
を
伝

え
、在
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
へ
の
支
援
拡
充

を
働
き
か
け
ま
し
た
。

組
織
拡
充
対
策
と
し
て
、支
部
ご
と
の
新

規
入
会
実
績
を
反
映
し
た
組
織
拡
充
費
を
各

支
部
に
充
て
る
こ
と
で
支
部
活
動
の
活
性
化

を
図
る
と
と
も
に
、協
会
主
催
セ
ミ
ナ
ー
や

講
演
会
、協
会
Ｈ
Ｐ
に
よ
る
会
員
特
典
Ｐ
Ｒ
、

他
産
業
と
の
提
携
事
業
、ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
相

談
窓
口
設
置
、等
の
活
動
を
行
い
ま
し
た
。結

果
と
し
て
、賛
同
会
員
9
社
・
特
別
会
員
2
社

の
新
規
入
会
が
あ
り
ま
し
た
。

研
修
・
広
報
活
動
と
し
て
、訪
問
入
浴
研
修

会
を
全
国
6
都
市
、訪
問
介
護
セ
ミ
ナ
ー
を

全
国
7
都
市
、通
所
介
護
セ
ミ
ナ
ー
を
東
京
、

に
て
開
催
し
ま
し
た
。協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
よ
る
Ｐ
Ｒ
お
よ
び
会
報
誌「
さ
わ
や
か
」34

号
の
発
行
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
他
、令
和
2
年
1
月
10
日
放
映
の

N
H
K
ニ
ュ
ー
ス
ウ
ォ
ッ
チ
9
で
は
、森
副
会

長
が
番
組
の
取
材
を
受
け
、ヘ
ル
パ
ー
不
足

の
現
状
を
説
明
し
ま
し
た
。ま
た
、天
皇
陛
下

御
即
位
奉
祝
委
員
会
・
奉
祝
事
業
へ
の
協
賛
、

民
間
介
護
団
体
や
公
益
財
団
法
人
、一
般
社

団
法
人
等
へ
の
委
員
派
遣
を
実
施
。令
和
元

年
台
風
15
号
の
被
害
を
受
け
た
地
域
を
対
象

に
、当
協
会
の
相
談
窓
口
を
設
置
し
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク（
世
界
的
大
流
行
）と
な
り
、日
本
国

内
で
も
感
染
者
数
が
7
月
に
3
万
人
を
超

す
事
態
と
な
る
中
、日
本
在
宅
介
護
協
会
で

は「
全
世
代
型
社
会
保
障
改
革
」の
実
現
に
向

け
、介
護
サ
ー
ビ
ス
の
人
的
基
盤
整
備
の
課

題
解
決
に
必
要
な
提
言
を
、今
後
も
継
続
し

て
行
っ
て
い
き
ま
す
。

介
護
保
険
対
策
と
し
て
、自
由
民
主
党
と

公
明
党
の「
予
算
・
税
制
等
に
関
す
る
政
策
懇

談
会
」に
て「
令
和
2
年
度
予
算
・
税
制
一
般

政
策
に
関
す
る
要
望
」を
提
出
し
ま
し
た
。参

議
院
議
員
石
田
ま
さ
ひ
ろ
先
生
と「
全
世
代

型
社
会
保
障
検
討
会
議
中
間
報
告（
案
）」を

も
と
に
し
た
意
見
交
換
会
を
開
催
し
ま
し

た
。厚
生
労
働
省
老
健
局
に
対
し
て
は「
介

護
事
業
経
営
概
況
調
査
」の
調
査
回
答
の
サ

ポ
ー
ト
を
、当
協
会
を
含
む
介
護
福
祉
関
連

7
団
体
合
同
で
実
施
し
た
ほ
か
、次
期
介
護

保
険
制
度
改
正
に
お
け
る
訪
問
介
護
の
特
定

事
業
所
加
算
や
通
所
介
護
の
各
加
算
の
増
加

及
び
要
件
緩
和
等
に
つ
い
て
要
望
書
を
提
出

し
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
と
し
て
、会

員
企
業
へ
の
必
要
物
資
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
実
施
し
、調
査
結
果
を
も
と
に
、厚

生
労
働
省
老
健
局
振
興
課
と
参
議
院
厚
生
労

働
委
員
会
に
現
場
の
窮
状
を
訴
え
ま
し
た
。

『
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す
る

令
和
元
年
度

事
業
報
告
自　

平
成
31
年
4
月
1
日

至　

令
和
2
年
3
月
31
日

令
和
２
年
度

事
業
計
画
自　

令
和
2
年
4
月
1
日

至　

令
和
3
年
3
月
31
日

⑶
協
会
W
E
B
サ
イ
ト
の
活
用

⑷
各
支
部
と
の
連
携
と
情
報
共
有

⑸�

介
護
現
場
に
お
け
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
防
止
・

啓
蒙

3　

研
修
・
広
報
活
動

⑴
介
護
保
険
法
改
正
・
介
護
報
酬
改
定
対
策

診
療
報
酬
・
介
護
報
酬
の
今
後
の
改
定
を
鑑
み
、

各
支
部
と
本
部
事
務
局
が
連
携
し
、各
エ
リ
ア
で

報
酬
改
定
の
最
新
情
報
を
含
ん
だ
セ
ミ
ナ
ー
を

実
施
。

⑵�

教
育
研
修
シ
ス
テ
ム
、職
業
倫
理
研
修
の
新

規
導
入

会
員
企
業
の
人
材
育
成
・
定
着
に
資
す
る
教
育
研

修
シ
ス
テ
ム
の
導
入
を
検
討
。

⑶
W
E
B
サ
イ
ト
の
内
容
充
実

社
会
保
障
審
議
会
関
係
情
報
・
介
護
保
険
最
新
情

報（
厚
生
労
働
省
発
信
）な
ど
の
情
報
を
タ
イ
ム

リ
ー
に
発
信
。

4　

委
託
事
業
・
協
働
事
業

⑴
委
託
事
業
の
受
託
推
進

⑵
周
辺
産
業
事
業
者
と
の
協
働
事
業
の
推
進

5　

業
務
・
労
務
関
係
活
動

⑴
訪
問
入
浴
研
修
・
意
見
交
換
会
の
実
施

⑵
訪
問
介
護
部
会
に
よ
る
セ
ミ
ナ
ー
の
実
施

⑶
通
所
介
護
部
会
に
よ
る
セ
ミ
ナ
ー
の
実
施

6	

天
皇
陛
下
御
即
位
奉
祝
委
員
会
奉
祝
委
員

1　

介
護
保
険
対
策

⑴
介
護
報
酬
改
定
へ
の
対
応

2
0
2
1
年
介
護
報
酬
改
定
に
向
け
て
要
望
す

べ
き
項
目
の
検
討
を
進
め
る
。2
0
1
9
年
度
10

月
の
消
費
税
引
き
上
げ
時
の
介
護
報
酬
や
区
分

支
給
限
度
基
準
額
、介
護
職
員
等
特
定
処
遇
改
善

加
算
な
ど
の
改
定
の
影
響
を
調
査
。訪
問
系
介
護

サ
ー
ビ
ス
に
お
け
る
高
度
外
国
人
材
の
活
用
の

理
解
促
進
を
図
る
。

⑵
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対
応

影
響
は
長
期
且
つ
広
範
囲
に
及
ぶ
こ
と
が
予
想

さ
れ
て
お
り
、必
要
な
衛
生
材
料
の
調
達
支
援
等

の
活
動
を
行
う
。介
護
報
酬
の
加
減
算
要
件
等
に

つ
い
て
も
基
準
緩
和
等
の
要
望
を
検
討
。

⑶�

民
間
介
護
事
業
推
進
委
員
会
の
委
員
と
し
て

の
活
動
推
進

⑷�

国
、関
係
省
庁
、社
会
保
障
審
議
会
等
関
係
会

議
、関
係
議
員
に
対
し
て
提
言
を
実
施

⑸�

関
係
審
議
会
等
の
傍
聴
に
よ
る
最
新
情
報
の

収
集
と
発
信

2　

組
織
対
策

⑴
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

会
員
・
介
護
事
業
者
間
の
情
報
共
有
を
図
る
と
と

も
に
、困
り
ご
と
の
解
決
や
安
定
し
た
介
護
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
に
資
す
る
W
E
B
セ
ミ
ナ
ー
を
開

催
。

⑵
会
員
拡
大
対
策

10
法
人
の
新
規
会
員
獲
得
を
目
標
と
し
、協
会
主

催
セ
ミ
ナ
ー
等
で
入
会
勧
誘
を
実
施
す
る
。賛
同

会
員
等
か
ら
正
会
員
へ
の
移
行
・
昇
格
を
会
員
個

別
に
実
施
。

【事 業 計 画 ・ 事 業 報 告】
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【新 型コロナ関 連トピックス】

→�

そ
の
後
、介
護
従
事
者
も
支
給
対
象
と

な
る
こ
と
が
決
定

�

現
場
の
介
護
職
員
に
感
謝
状
を
贈
呈

コ
ロ
ナ
禍
で
奮
闘
し
て
い
る
現
場
の
介
護

職
員
に
対
し
、

市
川
会
長
よ

り
感
謝
状
を

贈
呈
し
ま
し

た
。�

世
耕
弘
成
先
生（
参
議
院
議
員
、自
民
党

参
議
院
幹
事
長
、元
経
産
相
）

5
月
15
日
の
要
望
書
を
受
け
て
世
耕
先
生

よ
り
具
体
的
な
話
を
聞
き
た
い
と
呼
ん
で
い
た

だ
く
。
面
会
の
場
で
新
た
な
要
望
書
を
提
出
。

■�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策 �

緊
急
W
E
B
セ
ミ
ナ
ー

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
下
に
お

け
る
、皆
さ
ま
の
困
り
ご
と
や
対
策
に
関
す
る

情
報
共
有
を
目
的
と
し
た
、介
護
経
営
に
活
か

せ
る
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
。

5月18日5月22日

■
マ
ス
ク
寄
贈

「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
お
兄
さ
ん
」と
し
て
有
名

な
滝
島
一
統
氏
よ
り
マ
ス
ク
1
万
枚
を
寄
贈

い
た
だ
き
ま
し
た
。

滝
島
氏
は
不
動
産
会
社
を
経
営
す
る
傍

ら
、オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
等
の
国
際
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ

ン
ト
に
日
の
丸
鉢
巻
き
姿
で
応
援
に
駆
け
付

け
る
有
名
人
で
す
。在
宅
介
護
現
場
の
苦
境
を

知
っ
て
、自
ら
調

達
し
た
マ
ス
ク

を
届
け
て
く
れ

ま
し
た
。い
た
だ

い
た
マ
ス
ク
は
希

望
し
た
支
部
に

分
配
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

■�

在
宅
介
護
事
業
に
お
け
る�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
策
定

 

“
新
し
い
生
活
様
式
”に
お
け
る
業
界
ご
と

の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
策
定
す
る
よ
う
政
府
か

ら
求
め
ら
れ
、『
在
宅
介
護
事
業
に
お
け
る
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
対
策
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン（
第
1
版
）』を
作
成
し
ま
し
た
。

協
会
の
W
E
B
サ
イ
ト
に
も
掲
載
し
て
い

ま
す
。今
後
の
感
染
動
向
や
政
府
発
表
等
に

基
づ
き
、必
要
に
応
じ
て
改
定
し
て
い
く
予
定

で
す
。

�

園
田
修
光
先
生【
2
回
目
】

現
場
の
窮
状
を
訴
え
る
と
と
も
に
、通
所
介

護
に
お
け
る
ク
ラ
ス
タ
ー
回
避
に
つ
い
て
ご

提
案
書
を
提
出
。

 �

山
本
博
司
先
生（
参
議
院
議
員
）

P
C
R
検
査
の
実
施
、衛
生
物
品
の
支
給
等

の
要
望
書
を
提
出
。

→�
公
明
党
か
ら
加
藤
厚
労
大
臣
あ
て
の
緊

急
提
言（
5
月
7
日
付
）に
要
望
が
反
映

�

厚
生
労
働
省 
大
島
老
健
局
長
あ
て
に

以
下
の
内
容
を
盛
り
込
ん
だ
要
望
書
を

提
出

・
感
染
対
策
備
品
へ
の
費
用
補
助

・
介
護
従
事
者
へ
の
手
当
の
支
援

・
人
員
基
準
等
の
緩
和
措
置

　

→
そ
の
後
、第
2
次
補
正
予
算
で
実
現

�

石
田
昌
宏
先
生【
2
回
目
】

�

自
民
党
安
倍
総
裁
あ
て
の
要
望
書
を

提
出

医
療
従
事
者
へ
の
第
2
次
補
正
予
算
で
の

給
付
金
支
給
の
報
道
を
受
け
、介
護
従
事
者
に

も
同
様
に
支
給
し
て
ほ
し
い
と
の
要
望
書
を

提
出
。

3月25日5月1日5月12日5月15日

■�

国
会
議
員
と
の
面
会
／�

要
望
書
の
提
出

�

石
田
昌
宏
先
生（
参
議
院
議
員
、参
議
院

厚
生
労
働
委
員
会 

筆
頭
理
事
）

マ
ス
ク
や
消
毒
ア
ル
コ
ー
ル
等
の
衛
生
物

資
の
不
足
等
、現
場
の
窮
状
を
訴
え
る
。

�

園
田
修
光
先
生（
参
議
院
議
員
、参
議
院

厚
生
労
働
委
員
長
）

マ
ス
ク
や
消
毒
ア
ル
コ
ー
ル
等
の
衛
生
物

資
の
不
足
等
、現
場
の
窮
状
を
訴
え
る
。施
設

系
に
偏
り
が
ち
な
国
の
施
策
を
在
宅
系
に
も

配
慮
し
て
も
ら
え
る
よ
う
要
望
。

�

公
明
党
の
会
議
に
お
け
る

業
界
ヒ
ア
リ
ン
グ

党
内
の「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
本

部
」お
よ
び「
厚
生
労
働
部
会
」の
合
同
会
議
に

業
界
団
体
ヒ
ア
リ
ン
グ
と
し
て
呼
ば
れ
る
。

公
明
党
側
の
参
加
者
は
、山
口
代
表
、古
屋

副
代
表
、高
木
厚
生
労
働
部
会
長
他
約
30
名
。

在
宅
介
護
現
場
の
窮
状
と
実
態
を
訴
え
、

通
所
介
護
事
業
所
の
休
業
状
況
を
報
告
。

3月4日3月12日3月18日

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
が
続
く
中
、協
会
で
は
様
々
な
活
動
を
行
い
ま
し

た
。
迅
速
な
活
動
が
功
を
奏
し
、政
策
へ
の
反
映
が
叶
っ
た
要
望
等
も
多
く
あ
り
ま
し
た
。

日
本
在
宅
介
護
協
会
の

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
へ
の
対
応

（
８
月
末
時
点
）
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【理事紹介・協会 活 動 報 告】

て
も
同
様
の
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
、ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
対
策
の
横
展
開
を
実
施
し
ま
し
た
。

■
開
催
日
時

平
成
31
年
4
月
23
日（
火
）14
時
〜
17
時
45
分

T
K
P
ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ
P
R
E
M
I
U
M

秋
葉
原 

ホ
ー
ル
B

基
調
講
演
Ⅰ

「
介
護
現
場
に
お
け
る

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
に
つ
い
て
」

講
師

希
法
律
事
務
所 

弁
護
士　

堀 

剛 

氏

基
本
概
念
か
ら
振
り
返
る「
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

の
基
礎
知
識
」か
ら
、実
際
の
介
護
の
現
場
と

紐
付
け
て
説
明
す
る「
介
護
現
場
に
お
け
る
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
を
取
り
巻
く
現
況
」、訴
訟
等
に

ま
で
発
展
し
た「
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
が
行
な
わ
れ

た
こ
と
に
よ
り
発
生
す
る
法
的
紛
争
」ま
で
、

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
事
例
を
挙
げ
つ
つ
、具
体
的

な
対
策
の
方
法
や
注
意
点
に
つ
い
て
、説
明
を

行
い
ま
し
た
。

基
調
講
演
Ⅱ

「
日
本
在
宅
介
護
協
会
に
お
け
る

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
応
に
つ
い
て
」

講
師

希
法
律
事
務
所 
弁
護
士　

堀 

剛 

氏

日
本
在
宅
介
護
協
会
主
催�

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

2
0
1
9
年
4
月
、「
介
護
現
場
に
お
け

る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
応
の
あ
り
方
を
考
え
る
」

を
テ
ー
マ
に
、日
本
在
宅
介
護
協
会
主
催
セ
ミ

ナ
ー
を
東
京
に
て
開
催
致
し
ま
し
た
。

訪
問
介
護
員
の
男
女
比
は
男
性
2
に
対
し

女
性
8
で
あ
り
、他
の
職
種
よ
り
も
女
性
比
率

の
高
い
こ
と
が
特
徴
で
す
。訪
問
介
護
サ
ー
ビ

ス
利
用
者
と
提
供
者（
訪
問
介
護
員
）と
い
う

関
係
性
も
あ
っ
て
訪
問
介
護
員
の
立
場
は
弱

く
な
り
が
ち
な
上
、訪
問
介
護
員
が
単
身
で
利

用
者
宅
を
訪
問
す
る
こ
と
、利
用
者
の
身
体
に

触
れ
る
場
面
が
多
い
こ
と
な
ど
も
あ
り
、訪
問

介
護
員
が
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
被
害
に
遭
う
リ
ス

ク
の
高
さ
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

訪
問
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
は
、地
域
包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
実
現
に
不
可
欠
と
さ
れ
て

お
り
、日
々
重
要
性
が
増
し
て
い
ま
す
。本
セ

ミ
ナ
ー
は
、介
護
現
場
に
お
け
る
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
の
実
態
把
握
や
介
護
事
業
者
に
お
け
る
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
の
取
組
事
例
、実
態
を
踏
ま

え
た
対
応
策
を
考
え
る
場
と
し
て
開
催
し
ま

し
た
。ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
問
題
は
、地
域
に
関

わ
ら
ず
問
題
の
深
刻
化
が
懸
念
さ
れ
て
お
り
、

東
京
で
の
開
催
を
皮
切
り
に
、各
支
部
に
お
い

日
本
在
宅
介
護
協
会
と
堀
弁
護
士
が
協
力

し
て
実
施
し
て
い
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
応
を

紹
介
し
ま
し
た
。ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
・
啓
蒙

を
目
的
と
し
て
作
成
し
配
布
し
て
い
る
発
信

文
書
を
取
り
上
げ
、そ
の
使
い
方
や
様
々
な

ケ
ー
ス
に
対
応
す
る
た
め
の
応
用
方
法
な
ど

の
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

基
調
講
演
Ⅲ

「
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
活
用
に
つ
い
て
」

講
師

厚
生
労
働
省
老
健
局
振
興
課

基
準
第
一
係
長　

三
森 

雅
之 

氏

厚
生
労
働
省
老
健
局
振
興
課
の
三
森
様
に

よ
る
講
演
で
は
、「
介
護
現
場
に
お
け
る
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
に
関
す
る
調
査
研
究（
H
30
年
度
老

健
事
業
）」の
研
究
結
果
を
踏
ま
え
つ
つ
、「
介

護
現
場
に
お
け
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
マ
ニ
ュ

ア
ル
」に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
事
業
者
が
具
体

的
に
取
り
組
む
べ
き
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
に

つ
い
て
、説
明
を
行
い
ま
し
た
。

協
会
活
動
報
告

新
任
理
事
紹
介

当
社
は
訪
問
介
護
・
居
宅
介
護
支
援
を
主
軸

と
す
る
在
宅
介
護
事
業
を
一
都
三
県
で
展
開
し

て
い
ま
す
。現
下
の
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
、介

護
業
界
の
先
行
き
が
不
透
明
な
状
況
に
お
い
て
、

個
社
の
経
営
努
力
だ
け
で
は
な
く
、協
会
の
担
う

べ
き
役
割
は
大
き
く
な
っ
て
い
る
と
感
じ
て
お

り
ま
す
。業
界
発
展
に
貢
献
す
べ
く
努
め
て
参
り

ま
す
の
で
、何
卒
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

こ
の
た
び
理
事
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
パ
ナ

ソ
ニ
ッ
ク
エ
イ
ジ
フ
リ
ー
株
式
会
社
の
藤
澤
で

ご
ざ
い
ま
す
。当
社
は
、訪
問
入
浴
、特
定
施
設
か

ら
創
業
し
、「
ゆ
と
り
と
笑
顔
の
あ
る
暮
ら
し
」

の
実
現
を
目
指
し
、事
業
展
開
を
し
て
お
り
ま

す
。会
員
の
皆
様
と
と
も
に
業
界
の
発
展
に
向
け

て
尽
力
し
て
ま
い
る
所
存
に
ご
ざ
い
ま
す
。何
卒

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

東京海上日動ベターライフ
サービス株式会社
執行役員　在宅介護事業部長

室井 勝一郎 氏

パナソニックエイジフリー株式会社
専務執行役員 
ライフサポート事業部長

藤澤 宏充 氏
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【各 部 会 活 動 報 告】

訪
問
入
浴
部
会

●
部
会
開
催　

全
4
回

令
和
元
年
6
月
4
日
、9
月
25
日
、11
月
29

日
、令
和
2
年
2
月
19
日

●
研
修・意
見
交
換
会

「
訪
問
入
浴
と
ケ
ア
マ
ネ
と
の
連
携
」

～
お
客
様
の
生
活
を
支
え
る
為
に
～

＊
令
和
元
年
9
月
17
日（
仙
台
会
場
）

講
師

：�
エ
ム
ツ
ー
居
宅
介
護
支
援
事
業
所

仙
台
長
町 

介
護
支
援
専
門
員 

加
藤　

恵
美
氏

＊
令
和
元
年
9
月
25
日（
東
京
会
場
）

講
師

：�
ア
ー
ス
サ
ポ
ー
ト
株
式
会
社 

介
護
支
援
専
門
員　

牧
野　

雅
美
氏

＊
令
和
元
年
10
月
28
日（
横
浜
会
場
）

講
師

：�
ア
ー
ス
サ
ポ
ー
ト
株
式
会
社　

介
護
支
援
専
門
員　

腰
越　

直
子
氏

＊
令
和
元
年
11
月
19
日（
名
古
屋
会
場
）　

講
師

：�
パ
ナ
ソ
ニッ
ク 

エ
イ
ジ
フ
リ
ー
株
式
会
社

介
護
支
援
専
門
員 

河
野　

由
起
子
氏

＊
令
和
元
年
11
月
20
日（
大
阪
会
場
）　

講
師

：�
ケ
ア
プ
ラ
ン
セ
ン
タ
ー
ス
マ
イ
ル
プ
ラ
ス

介
護
支
援
専
門
員　

明
野　

明
子
氏

＊
令
和
元
年
11
月
21
日（
福
岡
会
場
）

講
師

：�
株
式
会
社
ツ
ク
イ 

苅
田
京
町
営
業
所

介
護
支
援
専
門
員　

佐
藤　

一
馬
氏

　

各
講
演
の
の
ち
下
記
の
テ
ー
マ
で
グ

ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
っ
て
お
り

当
協
会
で
は
、「
訪
問
入
浴
部
会
」「
訪
問
介
護
部
会
」「
通
所
介
護

部
会
」の
各
部
会
が
そ
れ
ぞ
れ
活
動
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。介
護
事
業
者

の
皆
様
が
、サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
や
効
率
化
に
繋
げ
ら
れ
る
よ
う
活
動

に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

令
和
元
年
度

部
会
活
動
報
告ま

す
。

テ
ー
マ　

【
選
択
制
】 

①
事
故
・ヒ
ヤ
リ
ハッ
ト

②
採
用
・
育
成
・
定
着

③
営
業

④
連
携　
　

【
必
須
】

⑤�

外
国
人
人
材
の

活
用

●
次
期
介
護
報
酬
改
正
に
向
け
て
の
取
組

　

毎
年
、協
会
会
員
の
訪
問
入
浴
介
護
事
業

所
へ
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
り
、全
国
の
前
年
度
実

績
等
と
比
較
し
意
見
集
約
、厚
労
省
へ
提
言
実

施
。

　

ま
た
、10
月
23
日
部
会
よ
り
自
民
党
・
公
明

党
へ
下
記
意
見
に
つ
い
て
要
望
申
請
。

1
、外
国
人
人
材
の
活
用
に
つ
い
て　

2
、入
浴
車
の
駐
車
許
可
に
つ
い
て

訪
問
介
護
部
会

●
部
会
開
催　

全
4
回

　

�

令
和
元
年
6
月
11
日
、

8
月
23
日
、11
月
21
日
、

　

令
和
2
年
2
月
21
日

●
セ
ミ
ナ
ー

　

�

2
0
2
1
年
報
酬
改
定
を
見
す
え
た

訪
問
介
護
の
戦
略

　

講
師

：�
日
本
在
宅
介
護
協
会
常
任
理
事
、

日
本
在
宅
介
護
協
会
訪
問
介
護
部
会
長

株
式
会
社
や
さ
し
い
手

代
表
取
締
役
社
長　

香
取　

幹 

氏 

　

＊�

令
和
元
年
9
月
12
日（
横
浜
会
場
）通
所

介
護
部
会
と
合
同
開
催

　

＊�

令
和
元
年
10
月
11
日（
札
幌
会
場
）

　

＊�

令
和
元
年
11
月
15
日（
長
野
会
場
）

　

＊�

令
和
元
年
12
月
12

日（
東
京
会
場
）通

所
介
護
部
会
と
合

同
開
催

　

＊�

令
和
2
年
1
月
14

日（
福
岡
会
場
）

　

＊�

令
和
2
年
2
月
13

日（
名
古
屋
会
場
）

　

＊�

令
和
2
年
2
月
14

日（
埼
玉
会
場
）

　

＊��

令
和
2
年
3
月
11
日（
千
葉
会
場
）

⇒
�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大

の
影
響
を
考
慮
し
中
止

●
次
期
介
護
報
酬
改
正
に
向
け
て
の
取
組

2
0
2
0
年
1
月
10
日
厚
労
省
へ
部
会
内
で

集
約
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
を
基
に
主
に
特
定
事

業
所
加
算
に
つ
い
て
提
言
実
施
。 

通
所
介
護
部
会

●
部
会
開
催　

全
5
回

　

�

2
0
1
9
年
5
月
24
日
、7
月
24
日
、9
月

30
日
、11
月
28
日
、2
0
2
0
年
1
月
29
日

●
セ
ミ
ナ
ー『
在
宅
介
護
で
一
歩
先
行
く
た
め
に
』

　

�

9
月
12
日（
横
浜
会
場
）

　

訪
問
介
護
部
会
と
合
同
開
催

　

�

12
月
12
日（
東
京
会
場
）

　

訪
問
介
護
部
会
と
合
同
開
催

「
介
護
人
材
の
定
着
、育
成
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」

　

講
師

：�
フ
ォ
ス
タ
ー
リ
ン
ク
株
式
会
社

人
材
開
発
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

淑
徳
大
学
看
護
栄
養
学
部
／

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
政
策
学
部
兼
任
講
師 

菅
野　

雅
子
氏

「�

ア
ウ
ト
カ
ム
評
価
導
入
で
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を

進
化
さ
せ
る
～
Ａ
Ｄ
Ｌ
維
持
等
加
算
の

取
得
に
向
け
て
～
」

　

講
師

：�
株
式
会
社
ツ
ク
イ 

サ
ー
ビ
ス
管
理
部

理
学
療
法
士
・
理
学
療
法
学
修
士　

波
戸　

真
之
介
氏

※�

3
月
に
つ
い
て
は
、部
会
、セ
ミ
ナ
ー
共
に

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の
影

響
を
考
慮
し
中
止

●
次
期
介
護
報
酬
改
正
に
向
け
て
の
取
組

　

厚
労
省
と
の
意
見
交
換
に
向
け
て
、部
会
内

で
意
見
を
集
約
。

　

2
0
1
9
年
12
月
6
日
、厚
生
労
働
省
振

興
課
と
の
意
見
交
換
を
実
施
。

　

引
き
続
き
、基
準
緩
和
に
つ
い
て
部
会
内
に

て
意
見
収
集
を
行
う
。
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東
京
・
北
関
東
支
部
：

支
部
長　

香
取　

幹  

■
支
部
総
会�
（
令
和
元
年
7
月
26
日
）

■
幹
事
会

　

第
1
回�

   
（
平
成
31
年
4
月
16
日
）

　

第
2
回�

（
令
和
元
年
6
月
27
日
）

　

第
3
回�

  　
（
令
和
元
年
7
月
26
日
）

　

第
4
回�

 

（
令
和
元
年
10
月
25
日
）

　

第
5
回�

  　
（
令
和
2
年
1
月
21
日
）

　

第
6
回�

（
令
和
2
年
3
月
13
日
）

■
セ
ミ
ナ
ー

●
第
1
回 �

（
平
成
31
年
4
月
13
日
）

「
事
例
か
ら
学
ぶ
！
看
取
り
ケ
ア
に
お
け
る

医
療
介
護
連
携
に
つ
い
て
」

こ
れ
か
ら
の
看
取
り
ケ
ア

～
在
宅
専
門
医
か
ら
介
護
事
業
者
へ
～

　

講
師
：�

医
療
法
人
賛
永
会　

 

さ
つ
き
ホ
ー
ム
ク
リ
ニッ
ク　

 

院
長　

月
永　

洋
介
氏

サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
向
け
住
宅
に
お
け
る

看
取
り
と
は

　

講
師
：�

医
療
法
人
賛
永
会　

 

株
式
会
社
ら
い
と
ケ
ア　

 

代
表
取
締
役　

小
口　

忠
史
氏

●
第
2
回�

（
令
和
元
年
6
月
27
日
）

「
実
地
指
導
に
強
く
な
る
！

【
実
地
指
導
対
策
事
例
検
討
会
】」

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
： 

　
　
　

�

弁
護
士
法
人
親
和
法
律
事
務
所 

弁
護
士　

齊
藤　

宏
和
氏

●
第
3
回�

（
令
和
元
年
7
月
26
日
）

「�

新
・
特
定
処
遇
改
善
加
算
の
全
解
説
と 

2
0
2
1
年
介
護
保
険
改
正
審
議
の 

行
方
」

　

講
師
：�

小
濱
介
護
経
営
研
究
所　

 

代
表　

小
濱　

道
博
氏 

株
式
会
社
ケ
ア
リ
ッ
ツ
ア
ン
ド

パ
ー
ト
ナ
ー
ズ  

代
表
取
締
役　

宮
本　

剛
宏
氏

●
第
4
回�

（
令
和
元
年
11
月
23
日
）

「
地
域
包
括
ケ
ア
に
お
け
る
医
療
・
看
護
・
介

護
連
携
の
生
産
性
向
上
フ
ィ
ー
ル
ド
ス
タ
デ
ィ

（
介
護
経
営
研
究
合
宿
）」

　

講
師
：�
兵
庫
県
立
大
学
大
学
院
経
営
学 

研
究
科
特
命
教
授・名
誉
教
授　

小
山　

秀
夫
氏 

厚
生
労
働
省 
老
健
局 

振
興
課  

課
長
補
佐　

平
井　

智
章
氏 

医
療
法
人
社
団
慈
恵
会 

北
須
磨
訪
問
看
護
リ
ハ
ビ
リ
セ
ン
タ
ー 

所
長　

藤
田　

愛
氏 

コ
ウ
ダ
イ
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社 

執
行
役
員　

小
田　

美
紀
子
氏

●
第
5
回 �

（
令
和
2
年
1
月
21
日
）

「��

ど
う
な
る
!?

2
0
2
1
年 

介
護
保
険
制
度
改
正
」

　

講
師
：�

厚
生
労
働
省 

老
健
局  

振
興
課 

課
長 

尾
崎　

守
正
氏

●
第
6
回 　
　
　
（
令
和
2
年
3
月
26
日
）

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

緊
急
W
E
B
セ
ミ
ナ
ー
」

　
（
詳
細
は
 P.
3
の「
2
．組
織
対
策
」に
記
載
）

■
勉
強
会�

（
平
成
31
年
4
月
16
日
）

　

�

参
議
院
議
員 

石
田　

昌
宏
氏
と
の 

幹
事
勉
強
会

■
委
託
事
業

　

�

団
体
別
採
用
力
ス
パ
イ
ラ
ル
ア
ッ
プ
事
業

（
東
京
し
ご
と
財
団
委
託
事
業
）

　

�

業
界
団
体
連
携
に
よ
る
テ
レ
ワ
ー
ク
導
入
促

進
事
業（
東
京
都
労
働
産
業
局
委
託
事
業
）

北
海
道
支
部
：支

部
長　

藤
谷　

英
明  

■
幹
事
会

　

第
1
回�

（
令
和
元
年
6
月
25
日
）

　

第
2
回�

（
令
和
元
年
9
月
18
日
）

　

第
3
回�

（
令
和
元
年
11
月
22
日
）

　

第
4
回�

（
令
和
2
年
2
月
7
日
）

■
セ
ミ
ナ
ー

　

3
月
に
予
定
し
て
お
り
ま
し
た
が
、新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の
影
響
を
考
慮

し
中
止
し
ま
し
た
。

東
北
支
部
：

支
部
長　

植
野　

大
作  

■
支
部
総
会�

（
令
和
元
年
7
月
5
日
）

■
幹
事
会

　

第
1
回�

 

（
令
和
元
年
12
月
3
日
）

　

第
2
回�

 

（
令
和
2
年
1
月
14
日
）

　

第
3
回�

（
令
和
2
年
3
月
9
日
）

■
セ
ミ
ナ
ー　

●
第
1
回�
（
令
和
元
年
10
月
15
日
）

「
サ
ー
ビ
ス
提
供
責
任
者
研
修
」

講
師
：�

株
式
会
社
ツ
ク
イ 
人
財
育
成
部 

部
長
代
理　

渡
邉　

順
子
氏

各
支
部
活
動
報
告

◆
協
会
認
定
マ
ー
ク
と
は

施
設
介
護
や
在
宅
介
護
に
お
い
て
、利
用
者

や
介
護
従
事
者
が
介
護
関
連
製
品
や
サ
ー
ビ

ス
を
選
択
す
る
際
の
確
か
な
目
安
を
設
け
る

た
め
に「
協
会
認
定
マ
ー
ク
制
度
」を
発
足
し

ま
し
た
。日
々
新
た
に
登
場
す
る
介
護
関
連
製

品
・
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
、高
齢
者
や
そ
の
家

族
に
と
っ
て
の
生
活
環
境
向
上
や
介
護
従
事

者
に
と
っ
て
の
省
力
化
・
利
便
性
に
有
用
か
を

検
証
し
、当
協
会
が
認
定
す
る
制
度
で
す
。「
協

会
認
定
マ
ー
ク
」は
製
品
選
択
の
際
の
目
安
と

し
て
機
能
す
る
と
同
時
に
、協
会
認
定
商
品

で
あ
る
こ
と
が
明
確
に
な
る

こ
と
で
、効
果
的
な
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。

◆
認
定
の
対
象
と
な
る
製
品
・
サ
ー
ビ
ス

衛
生
用
品
／
入
浴
用
品
／
消
臭
・
除
菌
用

品
／
オ
ー
ラ
ル
ケ
ア
用
品
／
ア
パ
レ
ル
用
品

／
福
祉
用
具
・
福
祉
車
両

そ
の
他
、サ
ー
ビ
ス
、情
報
に
関
す
る
種
目

◆
認
定
マ
ー
ク
の
３
つ
の
メ
リ
ッ
ト

認
定
マ
ー
ク
の
付
与
に
よ
り
メ
ー
カ
ー
側

に
以
下
の
メ
リ
ッ
ト
が
生
ま
れ
ま
す
。

①�

製
品
の
品
質
・
効
用
・
安
全
性
・
利
便
性
の
確
認

②
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る
信
頼
性
の
向
上

③
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
優
位
性
確
立

認定についての詳しい内容はHPをご覧ください。　http://www.zaitaku-kyo.gr.jp/a10.html

日
本
在
宅
介
護
協
会

認
定
マ
ー
ク
発
足

●
セ
ミ
ナ
ー『
在
宅
介
護
で
一
歩
先
行
く
た
め
に
』

　

�

9
月
12
日（
横
浜
会
場
）

　

訪
問
介
護
部
会
と
合
同
開
催

　

�

12
月
12
日（
東
京
会
場
）

　

訪
問
介
護
部
会
と
合
同
開
催

「
介
護
人
材
の
定
着
、育
成
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」

　

講
師

：�
フ
ォ
ス
タ
ー
リ
ン
ク
株
式
会
社

人
材
開
発
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

淑
徳
大
学
看
護
栄
養
学
部
／

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
政
策
学
部
兼
任
講
師 

菅
野　

雅
子
氏

「�

ア
ウ
ト
カ
ム
評
価
導
入
で
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を

進
化
さ
せ
る
～
Ａ
Ｄ
Ｌ
維
持
等
加
算
の

取
得
に
向
け
て
～
」

　

講
師

：�
株
式
会
社
ツ
ク
イ 

サ
ー
ビ
ス
管
理
部

理
学
療
法
士
・
理
学
療
法
学
修
士　

波
戸　

真
之
介
氏

※�

3
月
に
つ
い
て
は
、部
会
、セ
ミ
ナ
ー
共
に

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の
影

響
を
考
慮
し
中
止

●
次
期
介
護
報
酬
改
正
に
向
け
て
の
取
組

　

厚
労
省
と
の
意
見
交
換
に
向
け
て
、部
会
内

で
意
見
を
集
約
。

　

2
0
1
9
年
12
月
6
日
、厚
生
労
働
省
振

興
課
と
の
意
見
交
換
を
実
施
。

　

引
き
続
き
、基
準
緩
和
に
つ
い
て
部
会
内
に

て
意
見
収
集
を
行
う
。
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●
第
2
回�

（
令
和
元
年
12
月
18
日
）

「
外
国
人
労
働
者
の
現
状
」

講
師
：�

株
式
会
社
ケ
ア
ミ
ッ
ク
ス・ジ
ャ
パ
ン 

六
郷
の
杜　

 

施
設
長　

小
齊　

祐
治
氏

●
第
3
回�

 

（
令
和
2
年
2
月
21
日
）

「�
介
護
現
場
に
お
け
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
に

つ
い
て
」

講
師
：�

厚
生
労
働
省 

老
健
局 

振
興
課　

課
長
補
佐　

平
井　

智
章
氏

千
葉
県
支
部
：支

部
長　

吉
野　

悦
子  

■
支
部
総
会�

（
令
和
元
年
7
月
17
日
）

■
幹
事
会

　

第
1
回�

（
令
和
元
年
5
月
13
日
）

　

第
2
回�

 

（
令
和
元
年
11
月
12
日
）

■
セ
ミ
ナ
ー

●
第
1
回�

（
令
和
元
年
7
月
17
日
）

「�

サ
ー
ビ
ス
担
当
者
会
議
の
開
き
方・ 

活
か
し
方
」

講
師
：�

あ
た
ご
研
究
所  

所
長　

後
藤　

佳
苗
氏

「�

医
療
と
介
護
の
連
携
及
び
同
業
他
社・ 

地
域
連
携
に
つ
い
て
」

講
師
：�

セ
ン
ト
ケ
ア・ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
株
式
会
社 

常
務
取
締
役　

田
村　

良
一
氏

●
第
2
回

（
令
和
2
年
2
月
5
日
）

「
医
療
介
護
の
多
職

種
連
携
に
つ
い
て
／

最
期
ま
で
自
宅
で
過

ご
し
た
い・
私
た
ち
に

で
き
る
こ
と
！
」

講
師
：�

医
療
法
人
社

団
悠
翔
会　

 

理
事
長　

佐
々
木　

淳
氏

「
介
護
職
員
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
／ 

　
い
き
い
き
働
き
続
け
よ
う
！
睡
眠
の
極
意

睡
眠
改
善
セ
ミ
ナ
ー
」

講
師
：�

獨
協
医
科
大
学
埼
玉
医
療
セ
ン
タ
ー 

こ
こ
ろ
の
診
療
科  

教
授　

井
原　

裕
氏

神
奈
川
県
支
部
：支

部
長　

森
山　

典
明

■
支
部
総
会�

 

（
令
和
元
年
7
月
12
日
）

■
幹
事
会

　

第
1
回�

 

（
令
和
元
年
5
月
16
日
）

　

第
2
回�

 

（
令
和
元
年
7
月
12
日
）

　

第
3
回�

 

（
令
和
元
年
9
月
30
日
）

　

第
4
回�

（
令
和
元
年
11
月
27
日
）

　

第
5
回�
 

（
令
和
2
年
2
月
17
日
）

　

第
6
回�
 　
（
令
和
2
年
3
月
25
日
）

■
セ
ミ
ナ
ー

●
第
1
回�

 

（
令
和
元
年
5
月
16
日
）

「
災
害
対
策
セ
ミ
ナ
ー
」

第
1
部
：�
横
浜
市
災
害
対
策
に
つ
い
て 

～�

自
助・共
助・公
助
の
取
り
組
み
～

　

�

感
電
ブ
レ
ー
カ
ー
と
家
具
転
倒
防
止
策
に
つ
い
て

第
2
部
：
災
害
時
要
援
護
者
支
援
に
つ
い
て

講
師
：�

横
浜
市
総
務
局
地
域
防
災
課　

 

　

担
当
係
長　

時
枝　

道
太
氏 

横
浜
市
総
務
局
地
域
防
災
課　

 

　

担
当
係
長　

田
中　

薫
氏 

横
浜
市
健
康
福
祉
局
保
健
福
祉
課 

　

担
当
係
長　

田
邊　

誠
氏

●
第
2
回�

 

（
令
和
元
年
7
月
12
日
）

「�

介
護
職
員
必
見
！  

い
き
い
き
働
き
続
け
よ
う
！ 

睡
眠
の
極
意 

睡
眠
改
善
セ
ミ
ナ
ー
」

講
師
：�

獨
協
医
科
大
学
埼
玉
医
療
セ
ン
タ
ー 

こ
こ
ろ
の
診
療
科  

教
授　

井
原　

裕
氏

●
第
3
回�

（
令
和
元
年
11
月
27
日
）

「�

介
護
現
場
に
お
け
る
生
産
性
の
向
上
と 

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
に
つ
い
て
」

講
師
：�

厚
生
労
働
省 

老
健
局 

振
興
課  

課
長
補
佐　

平
井　

智
章
氏

静
岡
県
支
部
：支

部
長　

稲
葉　

雅
之

■
支
部
総
会�

 

（
令
和
元
年
7
月
31
日
）

■
幹
事
会

　

第
1
回�

 　
（
令
和
元
年
5
月
31
日
）

　

第
2
回�

 　
（
令
和
元
年
7
月
31
日
）

　

第
3
回�

 

（
令
和
元
年
9
月
25
日
）

　

第
4
回�

（
令
和
元
年
11
月
28
日
）

　

第
5
回�

 　
（
令
和
2
年
1
月
29
日
）

東
海
・
北
陸
支
部
：

支
部
長　

石
原　

祥
行

■
支
部
総
会�

 　
（
令
和
元
年
7
月
18
日
）

■
幹
事
会

　

第
1
回�

 

（
令
和
元
年
5
月
30
日
）

　

第
2
回�

 

（
令
和
元
年
7
月
18
日
）

　

第
3
回�

 　
（
令
和
元
年
9
月
26
日
）

　

第
4
回�

（
令
和
元
年
11
月
28
日
）

　

第
5
回�

 　
（
令
和
2
年
2
月
15
日
）

■
セ
ミ
ナ
ー

●
第
1
回�

 
（
令
和
元
年
7
月
18
日
）

「�

在
宅
介
護
に
役
立
つ 

明治安田収納ビジネスサービス株式会社（ ）
初期費用０円 請求のない月は費用０円
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訪
問
入
浴
事
業
者
向
け
研
修
会

　

毎
年
、東
京・神
奈
川・仙
台・名
古
屋・大
阪・福

岡
に
て
集
合
研
修
を
開
催
し
て
お
り
、グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
、デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

研
修
の
性
質
上
、W
E
B
で
の
代
替
が
難

し
い
た
め
、今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
に
よ
り
、研
修
を
中
止
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。訪

問
介
護
事
業
者
向
け
セ
ミ
ナ
ー

６
月
10
日（
水
）13
時
30
分
～
15
時
30
分　

W
E
B
セ
ミ
ナ
ー

【
テ
ー
マ
】� I
C
T
活
用
に
よ
る
業
務
改
革
と

加
算
取
得
支
援
に
関
す
る
W
E
B

セ
ミ
ナ
ー

9
月
17
日（
木
）13
時
30
分
～
15
時
30
分

W
E
B
セ
ミ
ナ
ー

【
テ
ー
マ
】�緊
急
包
括
支
援
交
付
金
の
活
用

～�

コ
ロ
ナ
禍
で
の
感
染
防
止
対
策

や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
導
入
～

２
月
中
旬
頃（
予
定
）

　

W
E
B
セ
ミ
ナ
ー
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

通
所
介
護
事
業
者
向
け
セ
ミ
ナ
ー

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
状
況
を

鑑
み
、W
E
B
配
信
等
に
て
セ
ミ
ナ
ー
を
検
討
し

て
い
ま
す
。

【R E P O R T・セミナー開 催 情 報】

認
知
症
の
基
礎
知
識
」

講
師
：�

認
知
症
介
護
研
究・ 

研
修
大
府
セ
ン
タ
ー 

セ
ン
タ
ー
長　

加
知　

輝
彦
氏

●
第
2
回�

 

（
令
和
2
年
2
月
15
日
）

「
介
護
現
場
に
お
け
る
生
産
性
の
向
上
と

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
に
つ
い
て
」

講
師
：�

厚
生
労
働
省 

老
健
局 

振
興
課  

課
長
補
佐 
平
井　

智
章
氏

信
越
支
部
：

支
部
長　

木
梨　

英
忠

■
支
部
総
会�

 　
（
令
和
元
年
8
月
5
日
）

■
幹
事
会

　

第
1
回　

�

（
令
和
元
年
5
月
29
日
）

　

第
2
回　

�

（
令
和
元
年
6
月
26
日
）

　

第
3
回　

�

（
令
和
元
年
7
月
11
日
）

　

第
4
回　

�

（
令
和
2
年
1
月
23
日
）

■
セ
ミ
ナ
ー

　

3
月『
働
き
方
改
革
に
つ
い
て
』を
予
定
し

て
お
り
ま
し
た
が
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
拡
大
の
影
響
を
考
慮
し
中
止
し
ま
し
た
。

近
畿
支
部
：

支
部
長　

北
村　

政
美

■
支
部
総
会�

 

（
令
和
元
年
8
月
2
日
）

■
幹
事
会

　

第
1
回�
 　

（
令
和
元
年
4
月
4
日
）

　

第
2
回�

（
令
和
元
年
6
月
24
日
）

　

第
3
回�

 

（
令
和
元
年
8
月
2
日
）

　

第
4
回�

 　
（
令
和
元
年
9
月
20
日
）

　

第
5
回�

（
令
和
元
年
12
月
6
日
）

■
セ
ミ
ナ
ー

●
第
1
回�

 　
（
令
和
元
年
8
月
2
日
）

「
介
護
を
め
ぐ
る
諸
課
題
と
今
後
の
展
望
」

講
師
：�

厚
生
労
働
省 

老
健
局　

 

局
長　

大
島　

一
博
氏

中
国
四
国
支
部
：支

部
長　

西
川　

吉
三

■
幹
事
会

　

第
1
回�

（
令
和
元
年
7
月
15
日
）

　

第
2
回�

（
令
和
元
年
9
月
23
日
）

　

第
3
回�

（
令
和
2
年
1
月
5
日
）

■
セ
ミ
ナ
ー

　

3
月
に
予
定
し
て
お
り
ま
し
た
が
、新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の
影
響
を
考
慮

し
中
止
し
ま
し
た
。

九
州
・
沖
縄
支
部
：支

部
長　

柳　

倫
明

■
支
部
総
会�

（
令
和
元
年
7
月
12
日
）

■
幹
事
会

　

第
1
回�

（
令
和
元
年
4
月
12
日
）

　

第
2
回�

 　
（
令
和
元
年
6
月
7
日
）

　

第
3
回�
（
令
和
元
年
7
月
12
日
）

　

第
4
回�

  　

 

（
令
和
元
年
12
月
11
日
）

■
セ
ミ
ナ
ー

●
第
1
回�

（
令
和
元
年
7
月
30
日
）

「
介
護
現
場
に
お
け
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
応
の

在
り
方
を
考
え
る
」

講
師
：�

厚
生
労
働
省 

老
健
局 

振
興
課  

基
準
第
一
係
長　

三
森　

雅
之
氏 

春
山
法
律
事
務
所　

 

弁
護
士　

樋
口　

佳
恵
氏

●
第
2
回�

（
令
和
2
年
1
月
30
日
）

「
I
C
T
リ
ハ
を
利
用
し
た
第
3
世
代
型
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
と
介
護
業
界
で
作
る
第
3
交

通
網
」

講
師
：�

株
式
会
社
エ
ム
ダ
ブ
ル
エ
ス
日
高　

 

代
表
取
締
役　

北
嶋　

史
誉
氏

令
和
2
年
度

セ
ミ
ナ
ー・

研
修
会
開
催
情
報

支 部 　 活 動 報 告▶

【設　立】	 2002年7月4日
【認　可】	� 国家公安委員会警察庁/関東経済産業局/ 

国土交通省関東地方整備局/関東運輸局/東京都産業労働局/ 
関東地方環境事務所

【主な事業】	 ◎ETC事業
	 ◎�外国人技能実習生受入事業（2017年11月1日新制度導入に伴い 

一般管理団体[介護職種対応可]許可）
	 ◎特定技能外国人支援事業（2019年7月25日　登録支援機関認定）

お気軽にご相談ください！
TEL03－6675－3898　FAX03－6675－3897
東京都中央区銀座1丁目15－6　銀座東洋ビル7F　http://ryu-san-kyo.org/

横88㎜×縦56㎜
T2017-09-20-04

修正2018.9.4

複写式　介護サービス実施記録

２枚複写なので事業所控のコピーが不要‼
事務作業の削減、合理化につながります。

事業者名の名入れ、貴社オリジナル版も作成できます。
お気軽にお問い合わせください。

大王製紙グループ
ダイオープリンティング株式会社  ビジネスフォーム事業部
担当　佐々木 ･ 片平　TEL 03-6698-7788

横88㎜×縦56㎜
T2017-09-20-04

修正2018.9.4

複写式　介護サービス実施記録

２枚複写なので事業所控のコピーが不要‼
事務作業の削減、合理化につながります。

事業者名の名入れ、貴社オリジナル版も作成できます。
お気軽にお問い合わせください。

大王製紙グループ
ダイオープリンティング株式会社  ビジネスフォーム事業部
担当　佐々木 ･ 片平　TEL 03-6698-7788
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【
日
本
在
宅
介
護
協
会 

概
要
・
沿
革
】

日
本
在
宅
介
護
協
会
は
、介
護
サ
ー
ビ
ス
の
質
的
向
上
と
充

実
に
寄
与
し
、広
く
一
般
に
対
す
る
介
護
の
必
要
性
の
啓
発

お
よ
び
サ
ー
ビ
ス
利
用
の
普
及
浸
透
、民
間
介
護
サ
ー
ビ
ス
事

業
者
の
健
全
な
発
展
を
支
援
し
、高
齢
化
社
会
の
安
寧
に
寄

与
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

昭
和
63
年
9
月	

全
国
入
浴
福
祉
事
業
協
議
会
設
立

平
成
元
年
11
月	

全
国
在
宅
介
護
事
業
協
議
会
設
立

平
成
10
年
11
月	

日
本
在
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
協
会
設
立

〔
全
国
入
浴
福
祉
事
業
協
議
会
と
全
国
在
宅
介
護
事
業
協
議
会
が
合
併
〕

平
成
14
年
5
月	

有
限
責
任
中
間
法
人 

日
本
在
宅
介
護
協
会
設
立

〔
新
法
施
行
に
伴
い
法
人
格
を
取
得
〕

平
成
21
年
6
月	

一
般
社
団
法
人 

日
本
在
宅
介
護
協
会
に
移
行

【
会
員
法
人
数
】

正
会
員　
　
　
　

57
社

特
別
会
員　
　
　

9
社

賛
同
会
員　

1
5
7
社

合
計　
　
　

2
2
3
社

（
２
０
２
０
年
９
月
1
日
現
在
）

【
事
務
局
】

一
般
社
団
法
人 

日
本
在
宅
介
護
協
会　

事
務
局

〒
１
６
0
ー
０
０
２
２

東
京
都
新
宿
区
新
宿
１
ー
18
ー
14　

廣
田
ビ
ル
3
階

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

０
３
ー
３
３
５
１
ー
２
８
８
５

Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
３
ー
３
３
５
１
ー
２
８
８
７

協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://w
w

w
.zaitaku-kyo.gr.jp

協
会
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス　

zaitaku@
zaitaku-kyo.gr.jp新宿御苑

2番
大木戸門出口3番 出口サンマルクカフェ

ファミリーマート

丸亀製麺

ドトールコーヒー

すき家

小諸そば

〒

1 番 出口

新宿通り
東京メトロ 丸の内線 新宿御苑前駅

日本在宅介護協会
廣田ビル 3 階

【アクセスマップ】

	

【
会
長
】

	

市
川 

明
壽（
株
式
会
社
ア
イ
ケ
ア 

代
表
取
締
役
会
長
）

	

【
副
会
長
】

	

浅
野 

芳
生（
株
式
会
社
デ
ベ
ロ 

代
表
取
締
役
社
長
）

	

森 

信
介（
株
式
会
社
ニ
チ
イ
学
館 

代
表
取
締
役
社
長
）

	

北
村 

政
美（
ロ
ン
グ
ラ
イ
フ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
株
式
会
社 

代
表
取
締
役
会
長
）

	

【
専
務
理
事
】

	

稲
葉 

雅
之（
有
限
会
社
伊
豆
介
護
セ
ン
タ
ー 

代
表
取
締
役
社
長
）

	

【
常
任
理
事
】

	

森
山 

典
明（
ア
ー
ス
サ
ポ
ー
ト
株
式
会
社 

代
表
取
締
役
社
長
）

	

香
取 

幹（
株
式
会
社
や
さ
し
い
手 

代
表
取
締
役
社
長
）

　

 

高
橋 

靖
宏（
株
式
会
社
ツ
ク
イ 

代
表
取
締
役
社
長
）

	

【
理
事
】

	

佐
々
木 

昇（
麻
生
介
護
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社 

常
務
取
締
役
）

	

福
田 

光
正（
株
式
会
社
エ
ル
フ 

代
表
取
締
役
社
長
）

	

細
田 

俊
之（
株
式
会
社
全
労
済
ウ
ィ
ッ
ク 

専
務
取
締
役
）

　

	

熊
谷 

敬（�

綜
合
警
備
保
障
株
式
会
社 

常
務
執
行
役
員
）

　

 

菊
井 

徹
也（
Ｓ
Ｏ
Ｍ
Ｐ
Ｏ
ケ
ア
株
式
会
社 

取
締
役
執
行
役
員 

Ｃ
Ａ
Ｐ
Ｏ
）

	

小
林 

由
憲（
株
式
会
社
大
起
エ
ン
ゼ
ル
ヘ
ル
プ 

代
表
取
締
役
社
長
）

	

室
井 

勝
一
郎（
東
京
海
上
日
動
ベ
タ
ー
ラ
イ
フ
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社 

執
行
役
員
）

	

藤
澤 

宏
充（
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
エ
イ
ジ
フ
リ
ー
株
式
会
社 

専
務
執
行
役
員
）

	

村
木 

剛（
株
式
会
社
ベ
ネ
ッ
セ
ス
タ
イ
ル
ケ
ア 

執
行
役
員 

在
宅
事
業
本
部
長
）

	

青
木 

文
恵（
ミ
ア
ヘ
ル
サ
株
式
会
社 

取
締
役
副
社
長
）

　
	

山
本 

教
雄（
メ
デ
ィ
カ
ル・ケ
ア・サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社 

代
表
取
締
役
社
長
）

	

【
監
事
】

	

福
原 
俊
晴（
株
式
会
社
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス 

代
表
取
締
役
社
長
）

	

瀧
井 

創（
セ
ン
ト
ケ
ア・ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
株
式
会
社 

常
務
取
締
役
執
行
役
員
）

　
（
理
事
・
監
事
は
社
名
50
音
順
）

【
令
和
２
年
度
役
員
】

一
般
社
団
法
人 

日
本
在
宅
介
護
協
会
は
、

地
域
包
括
ケ
ア
の
将
来
に
向
け
、

更
な
る
環
境
の
整
備
に
貢
献
し
ま
す
。
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●：理事　◯：監事

正会員
●株式会社ツクイ
　有限会社アズサケアサービス
　株式会社グレイスケア
　株式会社横浜ハウネス
賛同会員
　株式会社エクシオジャパン
　株式会社お元気福祉サービス
　特定非営利法人サポートめぐみ
　株式会社ジーユー・ライフ
　株式会社バンブー
　株式会社フードケア
　フレンドシップあさひ 
　（特定非営利活動法人 フレンドシップあさひ）
　株式会社むつ花

神奈川県支部

正会員
　医療法人社団豊寿会
賛同会員
　合同会社アマテラス

千葉県支部

正会員
●株式会社アイケア
●有限会社伊豆介護センター
　株式会社コスモスケアサービス
賛同会員
　株式会社あいの手

有限会社アサヒケアサービス
株式会社アマノ
株式会社安里
株式会社イー・ケア
株式会社エポックケアサービス
特定非営利活動法人　おおぶち居宅支援事業所
ケア・フリー静岡株式会社
株式会社コミュニティワーク　
有限会社サークルツー
静岡鉄道株式会社　
医療法人社団正圭会　福地医院
TKS 株式会社 亀寿庵
株式会社東海道シグマ
東洋ガス株式会社
株式会社鳩のつえ
株式会社パナホーム静岡
有限会社ハレルヤ
株式会社Plai
ヤマザキメディカルケアアソシエーション株式会社
有限会社吉原介護センター

静岡県支部

賛同会員
　株式会社エフテック
　株式会社介護のおお岡
　有限会社ケーアンドケーメディカル
　社会福祉法人博悠会
　株式会社東日本福祉経営サービス

信越支部

賛同会員
　有限会社そうせい舎

北海道支部

正会員
　有限会社白百合看護婦家政婦紹介所
賛同会員
　clarens（クララン）
　株式会社ここみケア
　プリムローズ有限会社

東北支部

【特別会員】�株式会社アンカー／大塚商会株式会社／花王株式会社／株式会社コンダクト／東京サラヤ株式会社／三菱オートリース株式会社／三菱商事株式会社／ 
流通産業協同組合／株式会社オレンジ社

株式会社あかりの里
有限会社紫陽花ケアサポート日立
株式会社あわーず
一般社団法人茨城県福祉サービス振興会
株式会社ヴィアックス
株式会社エクシング
株式会社エス・エム・エス
有限会社えるはあと　
エン・ジャパン株式会社
株式会社カナミックネットワーク
QLC プロデュース株式会社
株式会社金星
株式会社グッドライフケア東京
NPO 法人グレースケア機構
株式会社ケアプロデュース
株式会社ケアメイト　
株式会社ケアリッツ・アンド・パートナーズ
ケアレックス株式会社
株式会社ケアワーク弥生　
KF ケミカル株式会社
有限会社江東ヘルパーステーション
医療法人社団康明会
株式会社幸羽
株式会社高齢者住宅新聞社
コニカミノルタ株式会社
株式会社こねこ
埼玉県よろず支援拠点
株式会社さくらモンデックス
株式会社サンケイビルウェルケア
ジグノシステムジャパン株式会社
株式会社シーン
シルバーサポート株式会社

　弁護士法人親和法律事務所
　積水ホームテクノ　首都圏支店

ダイオープリンティング株式会社
東急ウェルネス株式会社

正会員
●アースサポート株式会社
●株式会社全労済ウイック
●綜合警備保障株式会社
●ＳＯＭＰＯケア株式会社
●株式会社大起エンゼルヘルプ
●東京海上日動ベターライフサービス株式会社
●株式会社デベロ
●株式会社ニチイ学館
●株式会社ベネッセスタイルケア
●ミアヘルサ株式会社　
●メディカル・ケア・サービス株式会社
●株式会社やさしい手

株式会社ケアサービス
セントケア・ホールディング株式会社

　株式会社愛誠会
　イー・ライフ・グループ株式会社
　株式会社ACA
　株式会社大崎ホームヘルプサービス
　株式会社仁済
　株式会社太平洋シルバーサービス
　有限会社玉川ケアサービス
　東電パートナーズ株式会社
　株式会社ナイスケア
　株式会社日本介護センター
　株式会社日本介護ベンチャーコンサルティンググループ
　日本リック株式会社
　株式会社ホームケア井上
　三菱電機ライフサービス株式会社
　明治安田システム・テクノロジー株式会社 介護の広場事業部門
　株式会社やさしい手甲府
　有限会社山梨スイートケア
　株式会社ユニマット リタイアメント・コミュニティ
　株式会社陽光ヘルプ
賛同会員

株式会社ＩＮＥ

東京・北関東支部

東京建物シニアライフサポート株式会社
株式会社トーリツ
トヨタモビリティサービス株式会社
株式会社トランス・アイ
株式会社夏樹
株式会社日本エルダリーケアサービス
株式会社日本ケアサプライ
有限会社はぎ介護センター　
株式会社畑中ケアサービス
HULL 株式会社
株式会社ビアン
株式会社PSI
株式会社ひかりケア
株式会社日立福祉事業
ヒューマンライフケア株式会社
プラーセル社労士事務所
株式会社プロトメディカルケア
株式会社文創堂
株式会社マザーライク
町田ガス株式会社
株式会社マップ・コミュニケーションズ
株式会社三鷹ナース・ヘルパーセンター
社会福祉法人 みたか福祉会
ミモザ株式会社
明治安田収納ビジネスサービス株式会社
株式会社メディトロニクス
株式会社モテギ
有限会社森田ケアーズ
有限会社ユーハイム
有限会社ユピテル
医療法人社団 洋誠会 かわいクリニック
社会福祉法人浴風会
株式会社ルネサンス
株式会社レインボーハート
株式会社わかばケアセンター

正会員
●麻生介護サービス株式会社
　社会福祉法人アイリス
　合同会社アクラス
　株式会社アスパル
　麻生メディカルサービス株式会社
　医療法人原土井病院
　有限会社ゆうしん
賛同会員

有限会社アヴェイル
麻生教育サービス株式会社
イベントホライズン株式会社

九州・沖縄支部

有限会社いわさき
エース印刷株式会社
株式会社エルエス
北九州福祉サービス株式会社
北九州ヘルスケアサービス株式会社
有限会社クリンジャパン
株式会社クローバー
有限会社ケアネットなずな
株式会社ケアワーク九州
株式会社シダー
株式会社末広福祉会
スターフィールド株式会社

大洋株式会社
株式会社西日本介護サービス
有限会社ピアネット
有限会社フォレスト
医療法人福西会
株式会社PRO
合同会社 Payforward
有限会社ベストツール
株式会社メディケア
有限会社ユニゾン

正会員
●株式会社エルフ
●パナソニックエイジフリー株式会社
●ロングライフホールディング株式会社
　株式会社ケア２１
　コウダイケアサービス株式会社
　株式会社シルバージャパン

近畿支部

賛同会員
合同会社あさひ
株式会社エブリー
カリスケアセンター
スミリンケアライフ株式会社
株式会社ディグリス
みとうメディカル株式会社

株式会社ゆらら
有限会社ライフケアひまわり
輪株式会社
株式会社リンクサービス
株式会社わたぼうし
株式会社 One care support

正会員
●株式会社ニックス
賛同会員
　合同会社さくらの里
　株式会社花・花
　株式会社 L i b

中国・四国支部

正会員
　日本介護サービス株式会社
賛同会員

株式会社碧介護サービス
株式会社ウェリナ
介護タクシーくまさん合同会社

東海・北陸支部

杉友商事株式会社
有限会社ナイスサポート
合同会社まほろば会

【日本在宅介護協会・会員法人一覧】



ＯＢ-３Ｆ５Ｄ（Ｔ）
入浴車（タウンエースタイプ）

最大5名乗車と広い収納スペースを確保

最大5名乗車!!

新人研修等
で同乗者が
必要な場合
でも対応可
能です。

★大好評メンテナンス動画★

★インターネットを
　活用しての
　「訪問入浴介護」
　専門セミナー開催★

★お問い合わせや、商談も
　オンラインで可能です。
　お気軽にお問い合わせ
　ください★

http://www.develo-group.co.jp

多彩なオプション!!

通常タイプの浴槽
の他、大型浴槽や
軽量浴槽など多様
なオプションをご
用意。

029-247-2214

06-6682-1720

〠559-0013　大阪府大阪市住之江区御崎2-12-6

〠310-0841　茨城県水戸市酒門町1744-2

06-6682-1722（代）

029-247-2211（代）
デベロ 検 索

もっと便利に‼
デベログループホームページ

全国どこからでも身近に感じていただけるように、
WEBコンテンツ拡大中です‼
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